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2025年２月28日

有償SOの発行とその背景について
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これまでの軌跡と有償SO発行の背景今回ご説明したい概要

2021年3月 2021年12月 2022年5月 2025年1月2023年7月 2024年5月

創業者急逝による
会社存続の危機

連帯保証や担保を
伴う借入を実施し、

株式取得を実施

上場延期を経て、
2度目の

上場承認を受け、
株式上場

減損損失等で下方修正、
通期では当期純損失

8億円を計上し、
再度危機

2度目のM&A
発表、BEX

グループイン

通期営業黒字
の上方修正

を発表

経営危機から新たな成長フェーズへ 

2023年4月

M&Aの発表、
ゼロフィールド
グループイン

第３創業期の

3社体制への移行

有償SOを発行

福原急逝後、

第２創業期の

山田体制がスタート

2024年7月 2024年10月

通期業績
再上方修正で

着地

1Q経常黒字を
発表
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当社のこれまでの軌跡 2020/8月期～2021/8月期(上場直前）

代表による
債務保証変更手続実施

第1Q

2021
第2Q

2021

AIZEサービス
大手スーパー大型受注

第3Q

2021

前代表取締役・福原智の急逝により、
山田雄一郎が代表取締役に就任

コロナ禍の環境変化による
AIZEサービス進捗と共に

上場審査進捗

21年3月創業者急逝
山田代表就任

第4Q

2021

加藤がCFO
として入社

証券による
上場審査開始21年6月会社スローガン

「エンジニア成長第一主義」
を全社員に発表

～第1Q

通期経常損失
△1.6億円

全役員結束し、代表決定と
上場を目指すことを確認

通期経常利益
0.8億円

社員、取引先、金融機関、株主との会話の継続



2022/8月期（上場年）

第1Q

2022
第2Q

2022

経営安定化のため、連帯
保証や担保の伴う借入も
実施し、取締役陣による
株式取得総額約1.7億円

第3Q

2022

積年の夢が叶うも。それでも諦めず2度目の

上場承認を得る。

東証による上場審査

2度目の上場承認

第4Q

2022

AIZE 他社勤怠連携システム
とのサービス提携増加

（24年8期までに徐々に増加し
現在は一つの利益の源泉

までに拡大）

シーティーエス(東証P)
からの約1億円増資

ウクライナの戦争や
FRBの利上げにより

市場が不透明に

1度目の上場承認
公開価格1,800円

上場延期発表

上場/公開価格880円
売り出し無し
公募増資約5億

通期経常利益
1.1億円

当社のこれまでの軌跡



2023/8月期（上場後1年目）

第1Q

2023
第2Q

2023

コロナ禍の状況変化による
顔認証プロダクトの
ハード売上の減少

第3Q

2023

経営環境の悪化、投資有価証券評価損等により
業績悪化、下方修正へ

事業提携や資本業務提携を
積極的に実施

第4Q

2023

22年10月予定のアルコー
ル検知に関する道路交通法
改正予定の延期も重なり、
業績下方修正（次頁詳細）

経常利益0.2億円→△2.0億円
最終利益0.2億円→△5.8億円

延期となっていた道路交
通法の改正施行日が決定
し、AIZE Breath（顔認
証とアルコール検知を組
み合わせたサービスに係
る市場が拡大する機運に

ゼロフィールドM&A発表

M&A手数料計上に伴う
2度目の業績下方修正

投資有価証評価損による
3度目の業績下方修正

経常利益△2.9億円
最終利益△8.2億円

決算発表後 4/17
株価最安値591円

2Qの下方修正以降既存事業の利益構造改善に取り組む

ゼロフィールドM&Aスキーム設計

当社のこれまでの軌跡



2023/8月期  １度目の業績下方修正時

2023年８月期 第２四半期決算説明資料より

当社のこれまでの軌跡



2024/8月期（上場後2年目）

2024

EBITDAが
23/8期1Q以来の黒字化

2024

四半期過去最高売上、
最高利益の達成

2024

株式会社BEXが
グループイン

2024

有償SO発行

既存事業の利益構造の
改善効果が見え始める

既存事業の利益改善が
さらに進み、かつ

ゼロフィールド事業の
受注も好調に推移

大規模自治体初世田谷区
AIZEサービス受注

SI部門は四半期で過去最高
売上、売上総利益達成

AIZEユーザー数
10万ID突破

業績上方修正で赤字予
想から営業黒字予想へ

取締役への貸付の実行

既存事業の利益改善継続 ゼロフィールド PMI＆事業シナジー推進

BEX M&Aスキーム設計 BEX PMI＆事業シナジー推進

第2Q 第3Q

LINE WORKSとの
サービス連携の発表

新たなM&A検討、資本業務提携、新サービス等の構築

第4Q第1Q

通期営業黒字化の達成

当社のこれまでの軌跡

既存事業の利益改善、M&Aによるシナジー効果で
過去最高売上、売上総利益達成へ
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1023/8期の赤字からの順調な回復を示す24/8期黒字化

売 上 高

過去
最高
過去
最高 4,410百万円

(通期前年同期比 188.0%)

売上総利益

過去
最高 1,474百万円

(通期前年同期比 255.0%)

営業利益

黒字化 38百万円
(通期前年同期比308百万円の改善)

EBITDA

過去
最高 225百万円
(通期前年同期比500百万円の改善)

経常利益

黒字化 47百万円

(通期前年同期比337百万円の改善)

３社体制での成長
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11売上高年平均成長率32.2%、さらなる飛躍へ

(単位：百万円)

過去最高

CAGR
32.2%

（計画）

※CAGR：2013/8期から2025/8期までの年平均成長率

AIZEサービスローンチ
グロース市場上場

ゼロフィールドがグループイン

AIZE、10万IDを突破
BEXがグループイン山田雄一郎社長就任

本社移転

３社体制での成長
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12“現場”を変えるAI+GPU

開発・設計・実装 GPUサーバ

計算資源であるGPUサーバを
データセンターとして保有

AI プラットフォーム

現場で培われた開発力、
設計力、実装力

トリプルアイズグループがもつ、先端テクノロジーの３つの力で
すべての”現場”をトランスフォーメーションしていきます。

AI実装を加速する基盤

３社体制での成長
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13グループインの2社が業績に寄与、AI社会実装は進行中

大型M&Aによる
業績寄与影響

３社体制での成長

会社名 株式会社ゼロフィールド 株式会社BEX

事業概要
GPUサーバーの開発販売、
データセンター運営事業

自動車設計、システム開発

連結開始年月 2023年9月 2024年7月

売上高(24年8月期) 13.8億 3.2億(7-8月の2か月分のみ連結)

広義ののれん償却前営業利益(24年8月期) 1.2億 0.3億(同上)

トリプルアイズとの取り組み
ゼロフィールドとトリプルアイズが

オフィスを同居し、
AI×GPUの研究開発を推進

自動車設計の業務効率化AIの共同開発に
着手し、共に部門を立ち上げ

ゼロフィールド、BEXともに、グループイン時にファウンダーへの第三者割当増資を実施し、
将来に向けてベクトル合わせができており、これが業績に寄与
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15上場以来の当社株価と売買代金の推移
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上場以来の株価と売買代金の推移

売買代金(千円) 株価

IPO時公募価格
880円
(2022/5)

GCJ
資本業務提携/
増資発表

1回目
上場承認時
株価1800円
(2022/1)

第5回、第6回
有償SO発行

3Q開示上方修正

5/27 BEX M&A/
増資発表

7/27 ゼロフィー
ルド M&A発表

2Q開示黒字化発表

有償SO発行の背景

2024年4月の2Q開示にて黒字化を発表以降、株価が反転したが、現在の株価はまだまだ低い水準にある。

(売買代金:千円)

※売買代金は、当日終値×出来高株式数で簡易的に算出

(株価:円)



グループ役員全体で
業績及び企業価値向上に
より強くコミット

投資家の皆様とともに
株価下落リスクを共有

グループ３社体制での現在の株価はまだまだ低い水準にある
グループ３社の取締役、執行役員、幹部陣で一丸となり、株価向上と業績向上に
より強くコミットするため、今回有償ストックオプションを発行する

「株価一定程度下落時の強制行使条項付有償ストックオプション」を今回採用した
ことで、株価が一定程度下落した時、権利行使価額(1,218円)での強制権利行使とい
う一定程度の責任を負わせることで、株価下落を招く企業活動を抑制し、株価下落
リスクを投資家の皆様とともに共有する

有償SO発行の背景 有償SO発行の背景

今後のM&Aの実施に
伴うSOの発行について

今後も企業価値を継続的に向上させていくため引き続きM&Aを積極的に実施してい
くが、その際も同様にグループの業績と株価の向上のため、発行をしていく予定で
ある。それにより確実な事業成長をコミットしていく。
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18発行概要

第7回有償SO

付与対象者
TRI取締役、執行役員、その他従業員
グループ会社取締役、その他従業員

付与株式数合計 353,400株

権利行使価格 1,218円

勤務条件 あり

業績条件 2025年8月期連結売上高55億円

強制行使条項
連続する 21 営業日の平均値が権利行使価額に70%を乗じた価額
(365円)を下回った場合、権利行使期間末日までに権利行使価額

にて全株行使する義務が生じます

権利行使期間 2025年10月15日から2030年3月25日

段階行使条項
(ベスティング条項)

2025年10月15日以降 付与株数の40%が行使可能
2026年10月15日以降 付与株数の30%が行使可能
2027年10月15日以降 付与株数の30%が行使可能

オプション料 6円

昨年の第5回、第6回に引き続き、第7回有償ストックオプションについても、PL計上の必要のない「株価一定程度下落時の
強制行使条項付有償ストックオプション」を採用し、業績への影響をケアするとともに、株価下落のリスクを投資家の皆様
と共有する。また、第7回については長期に渡り業績向上のインセンティブを持たせるという観点から、下記の通りベス
ティング条項を付している。

第7回有償SO発行の概要



テクノロジーに想像力を載せる
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Photo by Rika Takei

VISION
トリプルアイズの経営理念
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